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ＨＰアドレス http://www.kazamaura.jp/

印 刷 所 協同印刷工業株式会社

▶今月の内容◀
２～３ 村のわだい

４～８ お知らせ

９ 大間病院だより・年金だより

10 健康だより

11 社協だより

12 ピカピカ 他

▶村民憲章◀
１、わたくしたちは、きまりを守り、親切で明るい村をつくります。

１、わたくしたちは、仕事に喜びをもち、豊かな村をつくります。

１、わたくしたちは、青少年に希望を老人に生きがいを、そして心

のあたたかい村をつくります。

１、わたくしたちは、自然を愛し、花と緑の美しい村をつくります。

１、わたくしたちは、常に知識を求め、スポーツに親しみ、楽しい

村をつくります。

祝～風間浦村制施行130周年記念式典～
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令和元年12月号 ⟹2広 報 か ざ ま う ら

明
治
22
年
、
町
村
制
施
行
に
伴
い
旧
下

風
呂
村
、
旧
易
国
間
村
、
旧
蛇
浦
村
が
合

併
し
「
風
間
浦
村
」
が
誕
生
し
て
か
ら
今

年
で
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
風
間
浦
村
制
施
行

１
３
０
周
年
記
念
式
典
が
11
月
６
日

(

水)

、
易
国
間
社
会
体
育
館
（
旧
易
国
間

小
学
校
体
育
館
）
に
お
い
て
、
関
係
者
75

人
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
黙
祷
、
国
歌
斉

唱
が
行
わ
れ
た
後
、
冨
岡
宏
村
長
が
「
産

業
、
福
祉
な
ど
の
基
本
施
策
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
、
漁
業
と
観
光
の
融
和
に
よ

る
他
に
な
い
魅
力
づ
く
り
を
進
め
、
さ
ら

な
る
飛
躍
に
つ
な
げ
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

次
に
、
教
育
・
文
化
、
納
税
貯
蓄
組
合
、

消
防
団
の
各
分
野
に
お
い
て
、
村
政
発
展

に
貢
献
し
た
34
人
の
自
治
功
労
者
の
う

ち
、
式
典
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
15
名
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
冨
岡
村
長
か
ら
贈
ら
れ

ま
し
た
。

杉
山
太
村
議
会
議
長
の
祝
辞
、
今
年
の

８
月
に
茨
城
県
大
洗
町
と
の
友
好
都
市
協

定
締
結
の
紹
介
に
続
き
、
斉
藤
久
男
大
洗

町
副
町
長
が
「
共
通
の
水
産
物
で
あ
る
ア

ン
コ
ウ
な
ど
を
生
か
し
た
産
業
交
流
、
災

害
対
策
支
援
協
力
な
ど
幅
広
い
分
野
で
交

流
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
小
谷
隆
亮
大

洗
町
長
の
あ
い
さ
つ
を
代
読
し
ま
し
た
。

































最
後
に
、
表
彰
者
を
代
表
し
て
佐
賀
敏

一
氏
が
謝
辞
を
述
べ
記
念
式
典
を
終
了
し

ま
し
た
。

式
典
後
、
「
遺
跡
か
ら
見
る
風
間
浦
村

の
歴
史
」
と
題
し
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
・
文

化
財
保
護
主
事
の
加
藤
渉
氏
と
同
じ
く
折

登
亮
子
氏
の
２
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
と

今
年
の
２
年
間
に
お
い
て
易
国
間
地
区
で

行
っ
た
古
野
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
か

ら
見
る
村
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
は
古
野
遺
跡
な
ど
か

ら
発
掘
さ
れ
た
土
偶
や
石
器
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
中
で
も
縄
文
時
代
前
期
～
中
期
の

も
の
と
見
ら
れ
る
貴
重
な
土
偶
も
あ
り
、

出
席
者
は
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

職
員
か
ら
の
説
明
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま

し
た
。

～
風
間
浦
村
自
治
功
労
受
章
者
～

【
教
育
・
文
化
功
労
】

（
在
職
20
年
以
上
、
年
齢
70
歳
以
上
）

永
年
教
育
・
文
化
の
発
展
に
貢
献

木
村

正

氏

永
年
教
育
・
文
化
の
発
展
並
び
に

消
防
業
務
に
貢
献

佐
賀

敏
一

氏

永
年
教
育
・
文
化
の
発
展
に
貢
献

前
田

亮

氏

【
納
税
貯
蓄
組
合
功
労
】

（
在
職
15
年
以
上
、
年
齢
70
歳
以
上
）

永
年
納
税
貯
蓄
推
進
に
貢
献

亀
谷

保
光

氏

川
島

武
夫

氏

高
橋

宗
隆

氏

中
津

義
悦

氏

中
野

耐

氏

両
角

重
雄

氏

山
﨑

ル
ミ

氏

【
消
防
団
功
労
】

（
在
職
20
年
以
上
、
年
齢
70
歳
以
上
）

永
年
消
防
業
務
に
貢
献

阿
部

一
二

氏

五
十
洲
昭
則

氏

菊
池

正
勝

氏

木
下

規

氏

工
藤

豊

氏

久
保
田
清
美

氏

駒
嶺

弘
人

氏

齊
藤

一
雄

氏

橘

和
幸

氏

坪

勝
信

氏

坪

俊
憲

氏

坪
田

久
雄

氏

中
嶋

茂

氏

中
島

学

氏

中
塚

義
光

氏

能
渡

康
博

氏

能
渡

義
昭

氏

長
谷

仁

氏

濵
邉

俊
一

氏

平
嶋

康
治

氏

松
野

重
昭

氏

松
本

春
雄

氏

山
本

巖

氏

横
谷

鐵
美

氏

冨岡宏村長式辞茨城県大洗町斉藤久男副町長あいさつ

表彰状を受ける佐賀敏一氏

古野(２)遺跡で出土した土偶
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10
月
19
日(

土)

、
20
日(

日)

の
二
日
間
、
中

央
公
民
館
に
お
い
て
『
懐
か
し
い
昭
和
時
代
の

写
真
展
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
し
た
写
真
は
、
昨
年
９
月
に
十
和
田
市

の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
国
分
光
明
様
よ
り

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
昭
和
30
年
代
後
半

の
風
間
浦
村
の
祭
り
や
風
景
な
ど
を
撮
影
し

た
写
真
パ
ネ
ル
42
枚
を
展
示
し
ま
し
た
。

写
真
展
に
は
、
多
く
の
方
が
訪
れ
、
写
真
を

眺
め
て
「
こ
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
あ
の

人
だ
」、「
懐
か
し
い
」
な
ど
様
々
な
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ま

た
、
19

日

に
は
、
国
分
様

ご
夫
妻
が
中
央

公
民
館
を
訪
れ
、

写
真
を
見
な
が

ら
撮
影
さ
れ
た

当
時
の
こ
と
を

振
り
返
ら
れ
「
こ

れ
は
私
の
青
春

だ
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

























体験コーナーの様子

写真展の様子

























11
月
７
日(

木)

、
下
風
呂
地
区
に
お
い

て
漁
業
者
及
び
組
合
職
員
が
、
公
益
社
団

法
人
青
森
県
栽
培
漁
業
協
会
で
飼
育
さ
れ

た
、
体
長
約
23
㎜
程
の
稚
ナ
マ
コ
を
放
流

し
ま
し
た
。

こ
の
放
流
事
業
は
、
下
風
呂
漁
協
が
風

間
浦
村
水
産
振
興
対
策
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
た
事
業
で
、順
調
に
成
長
す
れ
ば
、

３
～
４
年
で
水
揚
げ
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

今
後
の
漁
業
者
の
収
益
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

国分様ご夫妻

風
間
浦
村
文
化
ま
つ
り
が
、
10
月
19
日

（
土
）
、
20
日(

日)

の
二
日
間
、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
ま
つ
り
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
自

宅
で
制
作
さ
れ
た
作
品
の
展
示
や
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
（
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
花
づ
く

り
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
れ
た
方
々
と
の
交
流
の
場
が

設
け
ら
れ
、
作
品
を
讃
え
た
り
、
世
間
話

を
し
た
り
し
て
、
楽
し
げ
な
笑
い
声
が
公

民
館
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

展示された作品の数々

放流の様子 稚ナマコ

青森県トラック協会下北支部副支部長澁田愼也氏と越膳泰彦教育長





























10
月
23
日(

水)

、
青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
下
北
支
部
副
支
部
長
澁
田
愼
也
氏
か

ら
、
地
域
社
会
の
安
心
・
安
全
な
取
り
組

み
と
し
て
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、｢

反

射
材｣

が
風
間
浦
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
下
北
支
部
は
、

10
月
９
日
の
ト
ラ
ッ
ク
の
日
を
記
念
し

て
、
児
童
の
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
、
反

射
材
を
配
付
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
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第10期 青森県地球温暖化防止活動推進員を募集！
青森県では地域の方々に対して地球温暖化の知識の普及やエコ活動の紹介・助言をする「あおもりアー

スレンジャー（青森県地球温暖化防止活動推進員）」を募集しています。地域に密着した活動に取り組み
たい方、エコ・省エネに興味のある方からのご応募をお待ちしています。
■任期

令和２年４月１日～令和４年３月31日
■募集期間

令和元年12月27日(金)まで※当日消印有効
■応募要件

①地球温暖化の現状・対策に関する知識の普及と地球温暖化対策の推進を図るための活動に積極的に取
り組める方であること

②令和２年４月１日現在で満18歳以上であること。
③県内に在住、在勤又は在学していること。

■応募方法
申込書に必要事項を記入し、郵送、ファックス、メール等により提出する。
申込書の電子ファイルは青森県ホームページからダウンロードできます。

青森県ホームページ

■選考方法
申込書の記載内容を基に、審査・選考します。選考結果は令和２年１月下旬頃に応募者全員に通知しま

す。
【お問合せ先】 青森県環境生活部環境政策課

☎０１７－７３４－９２４３ ＦＡＸ ０１７－７３４－８０６５
E-mail kankyo@pref.aomori.lg.jp

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
医療費通知について
国の税制改正により、平成30年１月１日から医療費通知を確定申告に活用できるようになりました。広

域連合からお送りする医療費通知には自己負担相当分を記載していますので、確定申告時の医療費控除に
もご活用いただけます。
なお、対象となる期間が平成31年１月診療分から令和元年12月診療分となることから、通知書がお手元

に届くのは令和２年２月末頃となりますので、ご理解をお願いします。
【お問合せ先】 青森県後期高齢者医療広域連合 ☎０１７－７２１－３８２１

令和２・３年度「国有林モニター」の募集
東北森林管理局では、国有林の管理・経営に皆さまの声を役立てていくため、モニターを募集していま

す。
○募集人員：48名程度
○募集期間：令和元年12月２日(月)～令和２年１月31日(金) ※当日必着
○任 期：令和２年４月１日から２年間
○内 容：アンケートの回答、国有林モニター会議等への出席など
応募資格、方法等の詳細は、東北森林管理局ＨＰをご覧いただくか、担当までお問い合わせください。
【お問合せ先】 東北森林管理局 企画調整課 林政推進係

☎０１８－８３６－２２２８ ＦＡＸ ０１８－８３６－２０３１
E-mail t_kikaku@maff.go.jp
《URL》 http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

第10期 あおもりアースレンジャー 検索
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「45歳以上対象 シニア向け合同企業説明会」

県税の納税証明書の交付申請について
官公庁の入札参加資格審査申請、建設業許可申請、所得税確定申告、金融機関の融資申込み等

のため、県税（法人県民税・法人事業税・特別法人事業税又は地方法人特別税、個人事業税等）

の納税額又は未納額がないことの証明書が必要な方は、次の書類等をご準備の上、県税部窓口に

交付申請してください。

１ 本人申請の場合
(1) 申請書

（県税部窓口に備付。県のホームページからもダウンロードできます。）

(2) 納税義務者の印鑑

（法人の場合は代表者印）

(3) 本人確認ができる公的書類

（運転免許証等顔写真付のものは１枚、顔写真のないものは２枚）

(4) 手数料１通につき400円分の県証紙

２ 代理人申請の場合
前記１(1)、(4)のほか、

(5) 納税義務者の自署押印による委任状

（委任について、ご本人に確認させていただく場合がありますので、電話番号を記入くださ

い。）

(6) 代理人の印鑑

(7) 代理人の本人確認できる公的書類

（運転免許証等顔写真付のものは１枚、顔写真のないものは２枚）

納税証明書は、納税者の皆様の大切な情報を証明するものですので、窓口での確認を厳格に

行っております。ご理解をお願いします。

※ 郵送による交付申請もできますので、詳しくは県税部までお問い合わせください。

【お問合せ先】 下北地域県民局県税部 納税管理課

☎０１７５－２２－８５８１ 内線２０３

～参加費無料、申込不要、入退場自由～

※シニアの雇用に積極的な企業の担当者が会社概要、お仕事の内容をご説明します。

※ハローワーク・シルバー人材・カウンセリングのブースもあり、様々なご相談ができます。

※「採用につながる応募書類のポイント」のミニセミナーも開催します。

※当説明会は雇用保険受給資格者の求職活動として認められます。

参加対象者：45歳以上の就職活動中の方

参 加 企 業：青森・八戸 各会場15社程度

会場・日時：【青森会場】 令和元年12月17日(火)：ラ・プラス青い森

【八戸会場】 令和２年１月21日(火)：ユートリー

いずれも13：00～16：00

【お問合せ先】 ネクストキャリアセンターあおもり ☎０１７－７２３－６３５０
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令和２年度風間浦村奨学金貸与者募集
風間浦村奨学金貸付制度は、村内に居住する者の子弟で、高等学校並びに同等以上の学校に在学する者

に対し、奨学資金を貸与し修学の便宜を図り、教育の振興に寄与するとともに人材育成することを目的と

して行っております。

令和２年度分につきましては、次のとおりの募集を行いますので、奨学金貸与を希望する方は教育委員

会事務局までお申し込みください。

☆対象者
•品行方正、学業成績優秀かつ身体強健で、学資の支弁が困難であると認められる者。

•高等学校又はそれ以上の学校に在学する本村に在住する者。

☆貸付金額
•大学の医学部及び歯学部 月額 12万円以内

•上記以外の大学の学部 月額 ５万円以内

•短期大学 月額 ５万円以内

•高等専門学校３学年まで 月額 ３万円以内

• 同上 ４学年から 月額 ５万円以内

•高等学校（自宅通学） 月額 ２万円以内

• 同上 （自宅通学外） 月額 ３万円以内

•各種技術、技能養成機関 月額 ５万円以内

☆貸付期間
•奨学生の在学する正規の修学期間

☆申込み
•申込み及び提出期限 令和２年１月６日(月)～令和２年１月31日(金)

•書類提出場所 風間浦村教育委員会（中央公民館内）☎０１７５－３５－２２１０

•申込み関係書類は、教育委員会に用意してありますので、申請をお考えの方はお越しください。

☆その他
奨学生の決定及び通知は、奨学金選考委員会の答申に基づき教育委員会が決定し、奨学生採用通知書を

もって本人に通知いたします。なお、採用通知を受けた奨学生につきましては、令和２年４月上旬に１年

間分の奨学金を一括でお支払いします。

風間浦村消防団からのお知らせ
風間浦村消防団協力団員制度施行

近年、消防団団員数減少による消防力の低下が懸念されていることから、令和元年10月１日より風間浦

村消防団協力団員（以下「協力団員」という。）制度が施行されました。

協力団員とは、消防団を定年または都合により退団された方で、災害発生時の後方支援活動には協力で

きるという方を対象としており、災害発生時の消防力不足を補うことを目的とし、現在14名の方が協力団

員として入団されています。

また、風間浦村消防団では、消防団員及び女性消防団員についても引き続き募集しております。地域の

安心・安全の守り手として消防団へ入団し「自分たちの地域は自分たちで守る」ための活動に興味のある

方は、下記までお問い合わせ下さい。

【お問合せ先】 風間浦消防分署 消防団係 ☎０１７５－３５－２１０１
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大間病院正規職員募集のお知らせ
大間病院では、次のとおり正規職員を募集しますので、お知らせいたします。
１ 試験種別、職種、採用予定人員及び採用予定年月日

採用予定年月日

随時採用

随時採用

随時採用

随時採用

随時採用

採用予定人員

若干名

１名程度

１名程度

１名程度

１名程度

試験種別

看 護 師

社会福祉士

臨床検査技師

薬 剤 師

臨床工学技士

受 験 資 格

看護師免許がある方、令和２年３月31日までに免許を取得する見込みの方で、申込時点で満50
歳以内の方。

社会福祉士免許がある方、令和２年３月31日までに免許を取得する見込みの方で、申込時点で
満40歳以内の方。

臨床検査技師免許がある方、令和２年３月31日までに免許を取得する見込みの方で、申込時点
で満40歳以内の方。

薬剤師免許がある方、令和２年３月31日までに免許を取得する見込みの方で、申込時点で満40
歳以内の方。

臨床工学技士免許がある方で、申込時点で満40歳以内の方。

試験種別

看護師

社会福祉士

臨床検査技師

薬剤師

臨床工学技士

内 容

文章表現力等の評価・個人面接

試験方法

小論文試験及び面接試験

合否発表の時期と方法

試験後、３週間以内に受験者全員に合否を郵送で通知

試験実施場所

大間病院

試験日

申込受付後通知

２ 受験資格

ただし、いずれの職種も日本国籍を有しない者、自力により通勤ができない者、介護者なしに職務の遂行が困難
な者及び地方公務員法第16条に規定する次に掲げる者は、受験できません。
① 成年被後見人又は被補佐人
② 禁錮刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
③ 一部事務組合下北医療センター職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
④ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張す

る政党その他の団体を結成し、又はこれに参加した者
３ 試験の方法及び内容

４ 試験日等

５ 受験申込方法
申込書受験：受験申込書類は自筆で記入し、総務係まで提出してください。
なお、郵送により申込みをする場合は、封筒の表に「受験申込み」と朱書きしてください。
※ 受験申込書類は、総務係で受取るほか、大間病院ホームページからダウンロードすることができます。な

お、郵送で請求する場合は、封筒の表に『受験申込書請求』と朱書きし、受験種類がわかるようにし、返信
用封筒(長４大封筒に返信先の住所・氏名を明記し、84円切手を貼り宛名を明記)を同封してください。

６ 受験通知
受験通知は申込受付後に郵送にて通知します。

７ 申込み受付期間
平成31年４月１日(月)から随時受付(ただし、土曜日、日曜日及び休日を除く)
※ 上記の受付時間は、午前８時15分から午後５時までです。

郵送による場合は、受付期間終了日までの消印のあるものに限り受け付けます。
８ 給 与

基本給は、一部事務組合下北医療センター職員の給与に関する条例に基づき決定し、昇給は原則として年１回
行います。
また、６月、12月に期末・勤勉手当、11月から３月まで寒冷地手当が支給されるほか、支給条件に応じて、扶養

手当、通勤手当、住居手当等の各種手当が支給されます。
９ 勤務時間、休日及び休暇

勤務時間は、午前８時15分から午後５時までで、毎週土・日曜日、祝日及び年末年始が休日となっています。
年次有給休暇は、年間20日（４月採用の場合は、初年15日）で、残日数は20日を限度に繰越できます。
その他の休暇として、結婚休暇、ボランティア休暇、夏季休暇などの特別休暇や介護休暇制度、育児休業制度な

どがあります。
10 その他

この試験についての「お問い合わせ」「受験申込み先」は下記のとおりです。

〒039-4601 青森県下北郡大間町大字大間字大間平20-78
国保大間病院 総務係 ☎０１７５－３７－２１０５
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国民健康保険大間病院 非常勤職員募集
１ 職種、採用予定人員及び採用予定年月日

採 用 期 間

随時採用 ～ 令和２年３月31日まで

随時採用 ～ 令和２年３月31日まで
（臨時・パート職員）

採用予定人員

若干名

若干名

職 種

看護師・准看護師

調理員

受 験 資 格

看護師又は准看護師の免許を有する方

中学校卒業以上の方で心身共に健康で病院の仕事に理解と情熱のある方

職 種

看護師・准看護師

調理員

試験実施場所

大間病院

試 験 日 時

申 込 受 付 後 通 知

職 種

全 職 種

雇 用 待 遇

社保・雇用・労災保険加入

雇用・労災保険加入
（臨時職員は社保加入もあります）

１ヶ月の勤務時間数

155時間程度

90時間程度

時 給

1,120円～

920円～

職 種

看護師・准看護師

調 理 員

申込書類は総務係で交付します。なお、郵送で請求する場合は、封筒の表に
『受験申込書請求』と朱書きのうえ、受験職種がわかるように記載し、返信用
封筒（長４大封筒に84円切手を貼り宛名を明記）を同封してください。申込
書類はホームページからもダウンロードできます。

平成31年４月１日(火)から随時募集
（土・日・祝日を除く午前８時15分～午後５時）

書 類 請 求

受 付 期 間

２ 応募資格

３ 試験日時及び場所

４ 試験方法

５ 賃金及び雇用待遇

６ 申込書類の請求及び申込受付期間等

７ お問い合わせ・お申し込み先
〒039-4601 青森県下北郡大間町大字大間字大間平20－78
国民健康保険 大間病院 事務局総務係 ☎０１７５－３７－２１０５

ただし、いずれの職種も日本国籍を有しない方、自力により通勤ができない方、介護者なしに
職務の遂行が困難な方及び地方公務員法第16条に規定する次に掲げる方は受験できません。

① 成年被後見人又は被補佐人
② 禁錮刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな

るまでの方
③ 一部事務組合下北医療センター職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２

年を経過しない方
④ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊

することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに参加した方

試 験 方 法

面 接 試 験（看護師・准看護師は小論文試験もあり）

職 種

看 護 助 手
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大間病院だより
「骨粗鬆症（こつそしょうしょう）について」

大間病院 院長 一戸 雅之
骨粗鬆症とは、骨の中がスカスカの状態になり、骨がもろく壊れやすくなる病気です。骨がスカスカに

なると、しりもちなどのわずかな衝撃でも骨折をしやすくなります。
ホルモンの分泌バランスが変化する更年期以降の女性に多く、60代女性の３人に１人、70代女性の２人

に１人が骨粗鬆症であると言われています。自覚症状はなく、骨折して初めて気付くケースも少なくあり
ません。

骨粗鬆症の高齢者が骨折しやすい部位としては
（１）背骨（胸腰椎圧迫骨折）
（２）股関節（大腿骨近位部骨折）
（３）手首（橈骨遠位端骨折）
（４）肩（上腕骨骨近位部骨折）
などが挙げられます。

検査について
•背骨のレントゲン検査
•採血検査

この２つを検査します。検査は月～金の午前中に行っています。
現在当院では骨密度検査は測定できませんので、健診などで検査を行った方はその結果もご持参くだ
さい。
検査結果は後日医師から説明します。

治療について
骨粗鬆症と診断されれば、検査の結果や年齢などに応じて
•内服薬（１日１回、週に１回、月に１回など）
•注射（週に１回、月に１回、半年に１回など）

上記の治療を単独、または組み合わせて行います。

骨粗鬆症でスカスカになった骨は軽く転んだだけでも骨折してしまいます。
特に背骨や股関節の骨折は寝たきりや肺炎、死にもつながります。
ぜひ一度ご自分の骨を調べてみましょう。
適切な治療により、骨粗鬆症の進行をくい止めることができます。

年金だより
年金生活者支援給付金制度に便乗した詐欺にご注意ください

今年10月より始まった年金生活者支援給付金制度に便乗し、厚生労働省、日本年金機構または市区町村
の職員を名乗る者から、「年金生活者支援給付金の振込口座が使えないため、新しい口座番号、暗証番号、
マイナンバーを教えてほしい。」という不審な電話がかかってきた事例が報告されています。
厚生労働省および日本年金機構では、電話でお客様の口座番号、暗証番号、マイナンバー等をお聞きす

ることはありません。このような電話があっても、口座番号等の個人情報を答えることのないようにご注
意ください。
ご不明な点等ございましたら、お近くの年金事務所にお問い合わせください。

６日(月)

診療

31日(火)

休診
５日(日)

休診

30日(月)

休診
４日(土)

休診

29日(日)

休診
３日(金)

休診

28日(土)

休診
２日(木)

休診

27日(金)

診療

１日(水)

休診

12月

１月

※12月28日(土)より１月５日(日)まで、年末年始のため休診といたします。
なお、救急患者については随時受付いたします。

大間病院の年末年始休診日のお知らせ
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検査日時 平日（原則第３火曜日）１３：００～１５：００
検査方法 即日検査（結果：当日２０分後、容確認検査の場合２週間後）
お問合せ 〈エイズ相談専用電話・直通〉

☎０１７５－３１－１８０８ 平日８：３０～１７：１５
※平成３１年４月から即日検査が導入されました。月により実施日が変更となる場合もあるの
で、電話にてお問い合わせください。

むつ保健所【ＨＩＶ検査】

世界保健機関（ＷＨＯ）は、１２月１日を世界エイズデーと定めエイズに関する普及活動を行って
います。日本では、ＨＩＶに感染したり、エイズを発病したりする方々が年々増加しています。青
森県においても例外ではありません。県では平成元年から平成２９年１２月までに、８８名の方が
ＨＩＶに感染、またはエイズを発病したと報告されています。しかし、必要以上にエイズを恐れる
ことはありません。ＨＩＶ・エイズは日常生活の中で感染することはありませんし、正しい対処を
すれば防ぐことができます。

何か気になること、相談したいことがあれば、遠慮なく村民生活課までご連絡ください！
【お問合せ先】 村民生活課 保健衛生グループ ☎０１７５－３５－３１１１
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エイズ（ＡＩＤＳ）とは「ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）」というウイルスによって引き
起こされる感染症で、体を病気から守っている免疫力を破壊してしまう病気です。

◇ＨＩＶやエイズ（ＡＩＤＳ）ってなに？

青森県において
も全国的な特徴と
同様に、２０歳代及
び３０歳代の感染
者・患者が多くを占
めており、青少年層
が感染の危険に晒
されています。

◇早期発見が大切です！ＨＩＶ検査を受けよう！
現在では、ＨＩＶを早期発見･治療すればエイズの発症を防ぐことができるようになりました。保

健所等では匿名･無料でＨＩＶ検査や相談ができますのでぜひ利用してください。
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準備金は、災害発生のつど募集するのではなく、毎年10月から市町村単位で行われる「赤
い羽根共同募金」の寄附金の一部（募金額の３％上限）を都道府県ごとに３年間分積み立
てるしくみです。（阪神大震災をきっかけに創設されました。）
被災した都道府県の準備金でまかないきれない場合は、災害の規模に応じて、地方ブ

ロックや全国の共同募金会から拠出され、被災地のボランティアセンター活動経費や小
規模施設等の補修費用などに使われます。

この度、台風15号・19号により、甲信地方から東北地方の広範囲で甚大な被害が生じまし
た。これを受けて、被災者の方々を支援しようと、国内のみならず世界中から多くの義援金
が寄せられています。
この義援金のほかにも被災地を支える「共同募金」の大切なしくみがありますので、皆様

にお知らせ致します。

【準備金について】

義援金は、被災者生活再建のためのお見舞い金です。寄せられた義援金は、被災都道府
県に設置される義援金配分委員会を通じ、全額が被災された皆様に届けられます。

【義援金について】

義援金に対する用語として、「災害ボランティア・ＮＰＯ活動サポート募金」のことを
支援金と呼んでいます。（東日本大震災をきっかけに創設されました。）
義援金とは別に募集され、被災地で活動を続けるボランティア団体等（５名以上の組織）

の活動資金として助成され、被災地の復興に大きく役立ちます。
東日本大震災では、総額41億５千万円の助成により550万人が活動し、熊本地震では、

５億円の助成を受けて17万人の方々が活動しました。

【支援金について】

大切に使わせていただきます 石戸局長から木村会長（左）へ目録贈呈
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（10月届出分）戸 籍 の 窓
私たちの村の人口

（10月末現在）

男 909人 (先月比－１人 )
女 953人 ( 〃 ±０人 )
計 1,862人 ( 〃 －１人 )

世帯数 921世帯( 〃 －１世帯)

●お誕生おめでとう
飯 田 紗也子 ちゃん （一郎）易国間

●お悔み申し上げます
工 藤 康 一 さん （79歳）易国間

中 村 信 子 さん （72歳）易国間

山 本 辰 博 さん （78歳）下風呂

第
12
回

も
の
忘
れ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
下
北
北
通
り

～
地
域
で
考
え
る
認
知
症
～

11
月
９
日(

土)

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
げ
ん
き

か
ん
に
お
い
て
「
も
の
忘
れ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
毎
年
風
間
浦

村
、
大
間
町
、
佐
井
村
の
北
通
り
３
カ
町
村
で

行
っ
て
い
る
事
業
で
、
今
年
で
12
回
目
に
な
り

ま
す
。

今
年
は
、
大
間
病
院
副
院
長
の
平
野
貴
大
医

師
と
十
和
田
市
立
中
央
病
院
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

科
竹
内
淳
子
医
師
を
講
師
に
招
き
、
認
知
症
に

つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
野
医
師
の
講
演
で
は
「
認
知
症
理
解
の
ポ

イ
ン
ト
」
と
い
う
演
題
で
、
認
知
症
に
関
す
る

基
礎
知
識
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

竹
内
医
師
の
講
演
で
は
、
高
齢
者
て
ん
か
ん

を
題
材
に
し
て
、
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
一
座
に
よ
る

寸
劇
を
交
え
た
理
解
し
や
す
い
講
演
で
し
た
。

50
名
近
い
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。


